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幼稚園における「河童を用いた想像遊び」の実践報告
A  Practice  Report  of  “Imaginative  Play  Introducing  Kappa”  in  a  Kindergarten
新美秀和・鎌田千花・土井美里・中西一輝・西堀咲輝
Niimi Hidekazu, Kamada Chika, Doi Misato, Nakanishi Kazuki, Nishibori Saki 
西山淳・久武貴昌・松浦健吾・山川綾音














































































































































































































































































































































































































けは存在すると前から言っていたので 「前から言うてるやん」 「いるで」 と言うと， 幼稚園
で聞いてきたことをうれしそうにいっぱい話してくれました． 河童さんからの手紙もカバンに
つけて大事にしています．
・ 帰り道， 友だちと見せ合いながら帰ってきました． 「○○くんはキューリをたくさん描かはっ
たから “キューリありがとう” って書いてあったんやで」 など， 友だちの内容までよく覚え
ていました． 家に帰ってからも姉， 父， 一人一人にうれしそうに見せていました． 半紙が
古ぼけている感じ， 少し匂いがする感じ， 全てカッパの為せる技， でもホント？という気
持ちも持っているようでした．
・ とてもよろこんでいました． おじいちゃんおばあちゃんにも手紙をみせてカッパはどういうも




・ 私自身の子は， 第1回目の時もそれほど河童に関して話をしてくれず， まわりの子が 「河
童みたことある？」 と帰りに聞いてきて， みんなすごく興味を持っているようでした． 普段
から特別， 幼稚園の話をする子ではないのであまり聞けませんでしたが， 河童からの手
紙をもらった時はすごく誇らしげに家族みんなに見せてました． 小学生の姉に 「河童なん
ていない」 と言われて， 「でも河童さんからの手紙をもらったんだ」 と一生懸命話していま
した．
・ 家に帰ってきてすぐに 「お母さん， 河童って知ってる？　見たことある？」 と元気に聞いて
きました． 本人たちにとってすごく刺激的な話で， とても楽しかったんだろうなあと子供の話
を聞いて思いました．





・ 帰ってきて子供が 「今日は河童の話をいっぱい聞いてな． 河童ってこわいねん」 と色々
そこから話してくれました． 怖いけれど見てみたいとも言ってました．
・ 1回目から子供は河童を少し信じはじめ， 帰り道 （文録川）， 河童を探す姿がありました．
この時， 私自身はこの活動を知らず， 以前から読んでいる 「かいけつゾロリ」 シリーズ
の妖怪の本の影響かと思ってました． 2回目の本はかなり怖かったようで， 家に帰ってき
ても 「河童きらい」 と言っていましたが， 3回目以降はまた楽しくなったようです． 最後に
河童からの手紙に関しては，とても嬉しそうに 「良いもん見せたろか？」 と言って見せ，「大
好きなお母さんにあげる． 大切なもんやし」 とくれました． 紙がコーヒーのにおいがしたよ
うで， 「河童もコーヒー飲むんやね」 と言ってました．
・ お手紙をもらった日に， また手紙を書くといって絵を描いていました． そして家から川まで
近いので， 橋の上から手紙を流しました． また返事が来るかな， と嬉しそうでした．
・ ある日突然河童の話をし始めたので， どうしたのだろうと思っていたのですが， こういう活
動をされていると知り， 納得しました． 毎週のように 「ママ， 河童とお相撲を取る前に何
















・ 昔から妖怪さんたちは， 近づいては危ない場所などに存在するように話がありました． 何
かを怖がって， 少しでも自分自身を守れるように， 大きくなった時， そのお話が大人の優
しいうそで， 自分の子供たちにも優しいうそをついてもらいたいです．
・ 目に見えないものに感じる畏敬の念など持つこと， 本当に大切と思います． はじめ 「聖泉
大学で河童の研究をされている」 と聞いて，正直少し笑ってしまう部分もありましたが （ス





・ 最後に河童からの手紙をもらってきて， とても喜んでみんなに見せていました． おばけ，
妖怪， 鬼はとてもこわくて信じています． 今回もきっと河童からの手紙をもらってびっくりし
ていると思います．




お母さんは池で河童さんが手を出したの見たよ」 とか話していると， 今度は 「一緒に探し
に行こう！」 となりました．





・ 河童さんにもらった手紙を大切にしまっていて， 本当にうれしそうにしていたのをみて， と
てもいい経験をしたのだと思いました． ありがとうございました．
・ 最近の子は情報があふれていて現実的ですが， こういった想像遊びはほんとうに大事だ
と思います． 普段はよく絵本などを読んで想像遊びをしていますが， とても貴重な体験を
させていただいたと思っています．
・ 川のそばで， きゅうりを食べる．
・ （記載なし）
４．振り返り
　今回の活動とその結果についてはここまで示してきた通りである．しかし，紙幅の関係で，活
動に対する十分な考察を展開することは難しい．本稿では活動の結果得られた知見を幾つか挙げ
るのみとしたい．
4.1.　本活動の園児への影響について
　まずは本活動の園児への効果に関して述べる．本活動では河童という妖怪との交流を通じて，
目に見える世界が多重的な意味を持っていることを園児に感じさせることはできたかと思われる．
たとえば保護者からのコメントの中で，河童を探しに行こうと散歩に出かけたという報告がある．
おそらくこれまでもこの家族は散歩に出かけたことがあるに違いないし，その際にもちろん川を
目にしたこともあっただろう．しかし今回の取り組みの後の散歩は，川は単なる水の流れではな
く，「何か」が潜んでいるかもしれない場所であるとも感受されていたことになる．そしてその「何
か」はこの地域の伝承ともつながっているものであった．
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　この変質がどれだけ永続的なものかは分からないし，ひょっとしたら数週間で元のイメージが
上書きされてしまうかもしれない．が，少なくとも活動のすぐ後の時点では，園児は中村（1992）
の提唱する「臨床の知」の３原理（シンボル，コスモロジー，パフォーマンス）を生きていたよ
うに思われる．直後の時点においては，宇曽川は現実界のものでありつつ異界とも通じた場所で
あると園児たちに感じられており，この意味で宇曽川は多義的な意味合いを含んだ＜シンボル＞
となっていた．またその多義性の一部は，河童という伝承されたものとつながっており，それは
かつてのこの地域の＜コスモロジー＞に根差している３．さらにこの現実界と異界との両義性に
誘発されて幾人かの園児は家族を連れて散歩＝探検という行為をしたわけであるが，これは受動
的能動という性質を持った＜パフォーマンス＞であったとみなせるだろう．すなわち園児のうち
少なくとも一部はこの活動の影響を受け，どこもかしこも等質な空間を生きざるを得ない生から
少し離れることができたのではないかと考えられるわけである．
4.2.　本活動の家族への影響について
　次に挙げたいのは，この活動が園児のみならずその家族をも巻き込んでいたということである．
今回の活動の対象は園児であった．しかし，園児がこれまでとは少し違ったコスモロジーを生き
ているのを，保護者たちは単に受け入れるばかりか，その価値を積極的に肯定していることは
アンケート結果からも明らかであろう．大人の生きるコスモロジーが変わることはなかなかない．
しかし，子供を通じてかつてこの地域に息づいていたコスモロジーに触れることは，保護者自身
にとっても深い経験，少し大げさに言えばたましいの癒される経験であったかもしれない．
4.3.　本活動のゼミ教員への影響について
　最後に，これは本稿執筆者のうちの新美の所感である．本活動の前提となる「たましい」につ
いて2013年度当初にゼミ生たちで話をしたことはすでに述べたとおりである．だがじつは学生
たちに理解されたという手ごたえは，あまりなかった．それは説明が悪かったからだということ
が活動後の今ならはっきりと分かる．あのとき新美が説明したのは，たましいという目に見えな
いものへの感受性と畏敬の念だけであった．それゆえそこで語られたたましいは，いわば霊的な
存在者であるにすぎなかった．しかし，もし新美が学生たちのたましいへの感受性を啓きたいの
なら，たましいがこの世界と，そしてもちろん学生たち自身の生と，どう有機的に関連している
かを語ることができなければならない．その関連を新美は説明していなかったのである．
　にもかかわらず活動のなかで，学生たちは徐々に，目に見えない存在者たる河童にある種のリ
アリティを感じ，さらにそれへの畏敬の念も感じる生を生き始めているように新美には思えるよ
うになっていった．その理由として思い浮かぶのは，活動を下支えしているのが架空のストーリ
ーではなく，河童が宇曽川にいるという伝承だったという点である．この伝承のリアリティあれ
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３幽霊と妖怪の違いはさまざまに語られているが，心理臨床学とくに Jung 派の分析心理学の観点からいえば，個々の幽霊は集合的無意識
に直接関連するわけではない．これに対し妖怪とは，人間の事情に関係なくその土地に根付いたものであり，いわば集合的無意識がその元
来の生息地である．集合的無意識の賦活とそれに伴うコスモロジーの再生成という観点からは，幽霊を排して妖怪のみで企画した NPO 芹
川の川崎氏の見解は，改めて卓見であると思われる．
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ばこそ学生たちも，園児たちが生き始めたコスモロジーを受容できたのであろう．仮に今回の取
り組みで取り上げたのがまったく架空の怪物だったならどうなったであろう．おそらく学生たち
も自らの園児への語りに深くコミットすることができなかったのではないだろうか．そしてそう
なってしまったなら，この活動はきっと何も生み出さなかったのではないだろうか．
　加えて，活動の中で新美の中に伝承の担い手としての意識も徐々に芽生えていったことも報告
したい．筆者自身はこの地域の出身ではない．だが，この地域の大学で教育し，地域の子供や若
者と関わるからには，このような役割を担うべきだという要請が内的な声として聞こえてきたの
である．これはおそらく筆者の生きるコスモロジーが少し変質したことを意味しているのだろう．
この変質は，大なり小なりゼミ生たちにもあったように感じられたし，おそらくは，稲枝東幼稚
園の先生たちにもあったのではないかと思われる．たましいへのコミットメントからコスモロジ
ーへのコミットメントへ．この変容が，最も大きな収穫であったように新美には感じられている．
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